










氏名・(本籍) 面 JI 塚氏鼠
学位の種類 文 字 博 土
学位記番号 第 4 -31 4 可Eヨ
学位授与の日付 昭和 53 年 3 月 30 日
学位授与の要件 学位規WJ第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 イギリス帝国主義と南アフリカ

























































































1652年オラングの東インド会社が設定し， 1657年からオランダ農民を入植させた時にはじまるが， 17 
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95年イギリス海軍は一時この地を占領した。のちパタヴィア共和国植民地当局の治世 (1803-06) を
経て， 1806年イギリスが再占領し， 1814年にイギリス領直轄植民地として公式に併合された。 1820年
になって初めてイギリスは集団移民を送りこんだ。この植民地でオランダ農民の移住者(ブーア人と





























































るにいたった。そして1898年までに南アフリカのラントの産金は世界産金総額の 4 分の l を上回るこ
とになった。にもかかわらずラントの深層鉱脈金山は，依然として経営難を克服しきれなかった。と



































た (1909年 2 月)口そしてほぼそのままの内容をもっ法案が，本国ウエストミンスター帝国議会に上程
され，無修正で可決された (1909年 8 月)ことが述べられている。
三つの補論は，南アフリ力戦争に集約されたイギリスの帝国主義が，マハトマ・ガンデイーの民族
主義や，南アフリカのその後の歴史的展開に果たした役割を論じたものである。補論一「帝国主義と
人種差別」では，ガンディーの民族運動の背景として，ナタル砂糖農場へのインド人期限づき契約労
働者の輸入と契約満期後の在留インド人が受けた人種差別のあることが論述されている。補論二「南ア
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フリカ人種隔離政策の二重起源」においては，現在の南アフリカのアパルトへイト一人種的な差別と
隔離の政策の総称であり，黒人労働者を供給過剰で低賃金の不熟練労働者の水準に恒久的に釘づけに
しておくことに政策の核心があったーは，第一次世界大戦後農村から都市に流入した貧しいブーア人
に職を与えるために， 1924年頃から着手された政策であった。従って従来の学説では，この政策を推
し進めたものは，もっぱらプーア人であるとの見解がとられてきたことが述べられた後，アバルトヘ
イトのもう一つの起源が，イギリス帝国主義の遺産の中にあることが主張され論証されている。補論
三「南アフリカにおけるイギリス帝国主義の遺産ーとくに帝国主義的搾取について」では，金山にお
ける賃下げ策として(1)黒人労働者契約権の一方的制限， (2)パスの携帯法規， (3)構内隔離宿舎等の実例
が列挙された後，出かせぎ労働者の国外からの輸入は，経済的効果のきわめて大きい賃下げ策であっ
たことが強調されている。かくしてイギリスの帝国主義的搾取は，現代の南アフリカにまで深い影を
おとしていることが明証されている。
南アフリカ戦争は，今を去る 70有余年前の出来事であった。 従って南アフリカのみならずイギリス
本国においても，その影響は，政治的社会経済的に強く感じられる。その上この戦争は，イギリスの
対外膨張史の中でも，もっとも触れられたくない部分でもあるので，イギリス史上でも遮蔽があり，
更に弁護すら行われてきたO 第二次大戦以後新たに史料の公刊や公開がなされたこともあって，ょう
やく客観的な研究が行われつつあるのであるが，以上のごときクライメートの中にあっては，イギリ
ス人の研究自体に，おのずから限界のあることは想像に難くない。ところが本論文の筆者は， 1900年
刊のホブソン以来の研究，持に第二次大戦以後続々刊行されつつある新しい研究書や専門雑誌その他
伝記類をはじめ，新しく公表された史料をことごとく渉猟したばかりでなく，これらに対しいちいち
批判検討を加え，日本人として純客観的立場に立って，南アフリカ戦争を中心に，イギリス帝国主義
の本質を，広く政治的社会経済的視野のもとに析出した功績は，実に大きく，心から讃辞を呈するに
喜かではない。この種の研究はわが国において皆無で、あるが，その未知の荒野に開拓の鋤を入れ，後
進のために輝かしい光明をともしたことは，わが国西洋史学界にとって一大収穫であるとともに，本
論文が他日英訳されるならば，この明断で透徹した研究は，欧米の学界からも，国際歴史学界に大き
く寄与するものとして，高い評価を受けることであろう。しかし敢えて難点をあげるならば，次のこ
とが指摘される。本論文がイギリス帝国主義の分析である以上 イギリスの史料や研究書が中心とな
ったことは誤りではない。しかしながら南アフリカ戦争中，この方面の植民地に多少の利害をもっド
イツ，オランダ，フランス等は，イギリス外交に阻まれて，積極的妨害に出なかったものの，イギリ
スは列強の非難をあびて孤立の悲哀をあじわい，やがて「光栄ある孤立」をすてて日英同盟に踏みき
ったのは周知の事柄である。以上のごとき帝国主義的列強ですら，イギリスの強引なやり方に対して
非難の声をあげたその外交文書等もろもろの史料，つまり裏側の史料を通して自己の所説を傍証補強
されたならば，本論文に一層の安定性をもたらすとともに，更にスケールの大きな論文となったこと
と思われる。しかしそれは余りにも完壁を望み過ぎることになるであろう。
以上のごとき所見に基づき本委員会は本論文が文学博士の学位請求論文として十分価値あるものと
認定する次第である。
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